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＜連絡事項＞
・佐藤志穂不在時に臨時（至急含む）で採血オーダーがあった場合の採血スピッツの準備について、検査：淵澤みどりは、採血スピッツの準備は行いません。申し訳ございませんが、検査項目と照らし合わせて、各病棟にて準備をお願いいたします。採血スピッツの種類が不明な場合は、佐藤志穂（携帯電話）まで直接お問い合わせください。

・来週の歯科ですが祝日の為、7/22（水）になるとのことでした。
風穴義弘様、坂本のり子様、
・7月17日（火）16：30～17：00場　所：病院２階　会議室
テーマ：精神科看護の基礎知識について 対象者は看護　初級・中級者介護　初級・中級　　　　　者入職者となっています。
 講　師：佐藤ＡＯＭで夜勤者以外のスタッフは参加して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・出河　攻様～ピコスルファートナトリウム内用液　2本処方となっています。
・千葉　光広様～7/20荻生内科、鹿内眼科受診の為,10:00～12：00迄外出申請中です。
また、7/27佐々木泌尿器科受診、衣服の買い物目的で9：00～12：00迄外出申請中です。
本日、太陽総合法律経済事務所小西弁護士に連絡でき、他科受診と衣服の購入を依頼している為、小遣い銭20000円持参希望にて国民年金申請書と小遣い銭を持ってきて頂き、書類は手渡しています。
・高橋　伸治様～太陽総合法律経済事務所上野弁護士に連絡し国民年金課国保税の書類を
どうすればいいかの相談でしたが、受け取りに7/31(金)10時に来院予定となっています。

・
＜要注目患者様＞
・山下　幸子様～同室者の森ヒデさんと合わない事を強調や胸の苦しさを訴えOTに行くが顔出しで戻っています。担当スタッフと約束したのに他のスタッフにはなぜ戻ってきたのとか色々言われて嫌だと言い、昼食は食べないと訴え促しで移動は出来ていた。作業にいかなくてもいい病棟に行きたいと希望しています。施設入所で進められて前が見えている事を伝えると、なんか落ち着かないと言い不安時レキソタン（2）1Ｔ服薬しています。以後は、入浴したりして過ごしています。施設入所が決定になるまでは、気分の変動や精神症状の変化もある可能性を察知し傾聴し前向きになれる様に関わっていきます。
・高田　マキ様～昨日の朝から薬剤調整となっています。本日妄想的発言なく過ごしています。余暇時足踊り満たれています。声掛けに「踊りだよ」と答えてくれ落ち着いていたが、主治医の診察後外出はいいよと言われた事を執拗に話してくることありました。説明には易怒性はないが母の電話の回数に拘ったりする発言が聞かれています。徐々に自己主張する場面が多くなっているので、今後も傾聴したあと、約束事は統一した対応していきます。
・袴田　隆裕様～OT参加中女性患者様の時計を見てメイカ品名を行ったのを、性的内容に捉えられOTスタッフの誤解と悪い印象をうけられた事を気にして訴えてきています。スタッフ側でＯＴスタッフに説明しておくことと、病棟スタッフ側は聞いていない事を伝えると表情が柔らかくなっています。午後の診察終了後、単独で外出行ける様だからむつかよこまちへ買い物をしたいと希望してくる。主治医から報告がない事を都伝え確認したら検討することを伝え納得はされています。今後も外出に行けない状況を伝え、無断離院の防止する様に所在確認を密にして関わっていきます。

・原　吉郎様～朝食後、一時的に独語あるが静かになり飴の要求あり自ら飴の数を伝える様になっています。午後からは入浴し終えると買い物に行かれています。戻ってからは、オヤツ要求あるがスタッフのアドバイスには素直に応じられています。表情もすっきりしていました。
＜田名部Dr診察情報＞

・千葉　光広様～排尿時痛の訴えが続いているため、以前に同様の症状時に効果があったセフジトレンを本日昼より使用している。その他は、身体面では腰痛等も同様にありロキソニンは使用しています。普段の過ごし方としては、作業療法には参加して塗り絵などに取り組み精神症状面では本人は幻聴体験は否定していて、器物破損などの行動が疑わることもなかったと思われています。内服薬同処方となっています。
・飯豊　信雄様～最近の様子としては特に変わったところはなく経過しているが、やはり

時々、幻聴などの病的症状が強まっているときがあるとみられ、ホールに

立ち尽くしているところが観察されていたり、怒声を発していることも

る。症状が過ぎると、元のように静穏になる事が出来作業療法はこれまで

どおりに集中して取り組めています。

・蕨　真理様～今後は、退院後の生活で利用を考えているおいらせ町の施設を見学に行く

予定で最近の様子としても特に変わったところはなく経過していて、夜間
の睡眠はとれていて食事摂取もできています。身体面では腹部痛などの症
状もなく精神症状面では、幻覚妄想症状が顕在することもなく、作業療法
などの活動が出きている。なお、処方は、退院後の生活を見据えて、服用

の仕方を変えていくものとし退院後、訪看利用するにあたり、現在夕・寝

る前で服用中の薬剤の飲み方を昼・寝る前に変更する事を本人様に説明し

ている。明日より夕食後薬が昼食後薬に変更となります。
・織笠　健太郎様～8月1日に当院を退院して、「わくわくの郷」に入所予定となっています。最近の様子としても特に変わったところはなく経過していて、夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面では不調の訴えはない。精神症状面では、「ウイルス」に関しての被害妄想が顕在することもなく、日常生活は支障なく送られ疎通も静穏にできています。内服薬同　　内容処方となっています
・高田　マキ様～診察時突然「外泊したいんですけど、どうですか？お母さんはいいと言っています。」と話される。母様にきちんと許可を貰う様に説明受ける。自分が服用している薬の内容を知りたいと、パソコンの画面を覗き込んでいる。臨時薬は同内容で7日分処方となっています。
・尾嵜　マリ子様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面でも歩行などはスムーズに行えている。普段は作業療法に参加して、認知機能訓練課題を引き続き行っている。精神症状面でも幻覚妄想症状の顕在もなく、表情や談話も落ちついて疎通がとれていますが本人からは、眠気については「夜、眠れなかった時にあります。」と答え、苛々等はないとの事です。今後の外出・泊については、息子様に相談してみるとの事。臨時薬は、同内容で7日分処方となっています。
・袴田　隆裕様～本人より朝食後薬を服用すると眠気があると話されている。薬剤調整していく事をつたえています。また「近辺の店（よこまち・むつ食品）に外出したいとの要望聞かれ主治医より、スタッフや家族と一緒であればいいとの説明受けています。臨時薬は同内容で処方されています。
・高橋　伸治様～身体面では、失調性歩行と上肢の過伸展はみられるが、普段の生活に重い支障はなく、作業療法にも参加してロジックに取り組めている。精神症状面でも感情鈍麻や思考貧困化はあるが、陽性症状はなく穏やかな対応ができる。本人より右頚部痛については「治った。痛くない。」と話される。発赤・腫脹ない事から様子観察としていきます。
・高橋　義明様～夜間の睡眠はまだ中途覚醒はみられるも不穏な言動はなく静かに過ごしているようである。幻聴や独語はこれまでと同じ程度にあると思われるが、作業療法の場には参加はしている。全体的にまだ、病的体験への没入性がみられる状態である。受け答えはそれなりに落ち着いてできている。本人からも「夜は、ぐっすり寝ています。」と話さ幻聴や独語はあると認めており苛々はないと答えています。臨時薬は同内容で7日分処方となっています。
・柿木　真吾様～8月1日午後に当院は退院して「わくわくの里」に入所の予定となっている。最近の様子としても特に変わったところはなく経過していて、夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面では、外耳の疼痛は残るようであるが日常生活に支障はないようで作業療法での活動もこなせている。精神症状面でも被害妄想や敵意などの症状はみられない。本人より「耳は大分良くなったので薬（トランサミン）を止めてもいいです。」と話される。排尿については「出る時と出にくい時がありますけど、そんなに気にならなくなりました。」との事。臨時薬はトランサミン止め、他同内容で7日分処方となっています。
・畑中　成夫様～身体面では、上体の傾きは少し軽減しているとみられる。普段は作業療法にこれまで通りに参加していて、やはり書き物をしていることが多い。他者に対して、宗教的妄想言動を示していくこともなく、穏やかに疎通がとれています。本人から「先生の話で暴力・盗み・敵意とかは、ダメだと言う事が分かりました。」何が正しいか認識出来ている言とう。「座っていても体が傾いて来るので、シクレストを止めたい。」と話される。主治医より、再来週の週で考えていく事を説明受け、了解されています。
・齊藤　光枝様～7月24日10時に退院となり、「八太郎山の家」に入所となる予定である。デイサービス「根城山の家」も利用していくことにしている。最近の様子としても特に変わったところはなく経過している。夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面では歩行器使用して移動は行えている。精神症状面でも認知機能低下は進行はしていないと思われ、見当識は保たれて、日常生活上の健忘も目立たない。本人より「今日の朝、気持ち悪くなって、朝ご飯はごめんなさいしました。」と話される。八太郎山に行く日を問われると「はい、7/24です。」ときちんと答える。主治医より不安時の薬剤を処方する旨の説明を受ける。不安時）ジアゼパム（0.5）1Ｔ　10回分処方となっています。
